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（百万円未満切捨て） 
１．平成26年８月期第３四半期の業績（平成25年９月１日～平成26年５月31日） 
(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 

売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年８月期第３四半期 2,657 － 119 － 87 － 53 － 
25年８月期第３四半期 － － － － － － － － 

１株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後１株当たり 

四半期純利益 
円  銭 円  銭 

26年８月期第３四半期 16.14 15.79 
25年８月期第３四半期 － － 
（注）１ 当社は平成25年８月期においては、四半期財務諸表を作成していないため、平成25年８月

期第３四半期の数値及び平成26年８月期第３四半期の対前年同四半期増減率を記載してお
りません。 

２ 当社は平成25年11月29日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っておりますが、平
成26年８月期第３四半期の１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期
純利益は当該株式分割が当事業年度の期首に行われたものと仮定して算定しております。 

３ 当社は平成26年４月23日に東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）に上場したため、
平成26年８月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、新規上場日から
平成26年８月期第３四半期会計期間末までの平均株価を期中平均株価とみなして算定して
おります。 

(2) 財政状態 

総  資  産 純  資  産 自己資本比率 
百万円 百万円 ％ 

26年８月期第３四半期 2,168 589 27.2 
25年８月期 2,005 258 12.9 

（参考）自己資本    26年８月期第３四半期  589百万円   25年８月期  258百万円 

２．配当の状況 

年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計 

円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 

25年８月期 － 0.00 － 0.00 0.00 
26年８月期 － 0.00 － 

26年８月期(予想) － － 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：無 

３．平成26年８月期の業績予想（平成25年９月１日～平成26年８月31日） 
（％表示は、対前期増減率） 

売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通   期 3,535 19.7 163 31.2 150 27.6 92 35.3 27.12 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：無 



※ 注記事項 

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 
②  ①以外の会計方針の変更 ：無 
③ 会計上の見積りの変更 ：無 
④ 修正再表示 ：無 

(3) 発行済株式数（普通株式） 
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年８月期３Ｑ 3,793,500株 25年８月期 3,200,000株 
② 期末自己株式数 26年８月期３Ｑ －株 25年８月期 －株 
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年８月期３Ｑ 3,283,602株 25年８月期３Ｑ －株 

（注）１ 当社は、平成25年８月期第３四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、
「期中平均株式数（四半期累計）」を記載しておりません。 

２ 当社は平成25年11月29日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っておりますが、
前事業年度の期首に当該株式分割が行われたものと仮定して株式数を算定しております。 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四
半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表に対するレビュー手続は
終了しております。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理
的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではあり
ません。また、実際の業績等は今後の様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．
当四半期決算に関する定性的情報（3）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  経営成績に関する説明 

第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策の効果により、雇用情勢が改

善し、企業の設備投資が増加傾向にあるなど、景気は緩やかな回復基調となっておりますが、消

費税引上げに伴う駆け込み需要に対する反動等により個人消費に力強さが欠けるなど、依然とし

て先行き不透明な状況で推移いたしました。 

このような状況の中、当社におきましては、事業が単一セグメントのシンプルなビジネスモデ

ルであるため、顧客満足度の向上を追求することが最も重要な営業施策であると考えており、引

き続き品揃えの拡充を図るとともに、商品情報のリッチコンテンツ化として360度撮影による商

品画像を掲載するなど、よりわかりやすい商品情報の提供、国内外のインターネットショッピン

グモールにおける積極的な各種営業施策の展開を行ってまいりました。 

また、本格的な中国進出に向けた体制づくりの一環として、正社員として中国人スタッフを採

用するなど、海外事業戦略を継続して推進してまいりました。 

一方で、発送の早期化を図るべく自社ロジスティックの精緻化を進めるとともに、お客様が返

品・交換の手配を簡単・便利に行えるよう、配送業者の提供する回収サービスを導入するなど、

更なる利便性の向上に努めてまいりました。 

この結果、第３四半期累計期間における売上高は2,657,406千円、営業利益は119,982千円、経

常利益は87,281千円、四半期純利益は53,005千円となりました。 

 なお、当社は、ＷＥＢサイトでのインナーショップ事業の単一セグメントであるため、セグメ

ントごとの記載はしておりません。 

(2)  財政状態に関する説明 

資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

当第３四半期会計期間末の資産合計は、2,168,071千円となり、前事業年度末と比較して

163,051千円の増加となりました。 

 流動資産は1,252,788千円となり、前事業年度末と比較して194,733千円の増加となりました。

その主な増加要因は、現金及び預金の増加（前事業年度末と比較して93,233千円増加）、商品の

増加（前事業年度末と比較して85,158千円増加）によるものであります。 

 固定資産は915,283千円となり、前事業年度末と比較して31,682千円の減少となりました。そ

の主な減少要因は、減価償却による建物（純額）の減少（前事業年度末より17,579千円減少）に

よるものであります。 

（負債） 

当第３四半期会計期間末にの負債合計は1,578,276千円となり、前事業年度と比較して167,755

千円の減少となりました。 

流動負債は779,352千円となり、前事業年度末と比較して122,772千円の減少となりました。そ

の主な減少要因は、買掛金が109,652千円、短期借入金が205,000千円増加したものの、未払法人
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税等が42,752千円、１年内返済予定の長期借入金が400,000千円減少したことによるものであり

ます。 

固定負債は798,923千円となり、前事業年度末と比較して44,983千円の減少となりました。そ

の主な減少要因は、長期借入金の減少（前事業年度末より39,999千円減少）によるものでありま

す。 

（純資産） 

当第３四半期会計期間末の純資産合計は589,795千円となり、前事業年度末と比較して330,807

千円の増加となりました。その主な増加要因は、新規上場による公募増資及び、新株予約権の権

利行使による増資により資本金及び資本剰余金がそれぞれ138,901千円、四半期純利益の計上に

より利益剰余金が53,005千円増加したことによるものであります。 

(3)  業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期の業績予想につきましては、平成26年４月23日に公表いたしました業績予想から変更はご

ざいません。  

なお、業績予想は現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は今度

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

２．サマリー情報（その他）に関する事項 

(1)  四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

(2)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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(3) 四半期財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、平成26年４月23日における東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）への株式上場

にあたり、平成26年４月22日を払込期日とする公募増資を実施いたしました。また、平成26年５月

31日付で新株予約権の権利行使による増資を行いました。この結果、第３四半期累計期間におい

て、資本金及び資本準備金がそれぞれ138,901千円増加し、当第３四半期会計期間末において、資本

金が268,901千円、資本剰余金が258,901千円となっております。 

（セグメント情報等） 

 当社は、ＷＥＢサイトでのインナーショップ事業の単一のセグメントであるため、記載を省略し

ております。 
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